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３
月
議
会
で
は
、
平
田
文
彦
議
員
が

代
表
質
問
に
登
壇
し
、
経
済
対
策
、
財

政
再
建
に
向
け
た
取
り
組
み
、
高
知
市

総
合
計
画
の
見
直
し
な
ど
の
９
項
目
の

質
問
を
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ
に
対
し
、
市

長
並
び
に
執
行
部
か
ら
明
確
な
答
弁
を

引
き
出
し
ま
し
た
。
厳
し
い
財
政
状
況

の
中
に
あ
る
本
市
に
と
っ
て
、
市
民
生

活
の
安
定
と
地
域
経
済
の
活
性
化
に
一

定
配
慮
さ
れ
た
内
容
で
あ
る
一
方
、
財

政
健
全
化
は
短
期
的
な
延
命
措
置
で
は

な
く
、
将
来
に
わ
た
り
、
持
続
可
能
な

基
盤
を
築
く
必
要
が
あ
る
こ
と
を
厳
し

く
指
摘
し
ま
し
た
。
ま
た
約
３
０
０
項

目
の
事
務
事
業
見
直
し
に
よ
っ
て
確
保

し
た
総
額
３
億
４
千
万
円
余
り
の
財
源

は
、
執
行
部
を
は
じ
め
と
し
た
本
市
職

員
の
努
力
の
結
果
で
あ
り
、
高
く
評
価

し
、今
後
の
有
効
活
用
に
期
待
し
ま
す
。

　

個
人
質
問
で
は
、
戸
田
二
郎
議
員
、

横
山
公
大
議
員
、
甲
木
良
作
議
員
、
大

田
芳
男
議
員
が
登
壇
し
、
多
角
的
観
点

か
ら
質
問
を
行
い
ま
し
た
の
で
、
そ
れ

ぞ
れ
の
報
告
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

閉
会
日
に
は
、
令
和
８
年
度
一
般
会

計
当
初
予
算
に
対
し
会
派
を
代
表
し
て

髙
橋
裕
忠
議
員
が
賛
成
討
論
を
行
い
、

市
長
の
明
確
な
理
念
の
下
に
、
子
育
て

や
福
祉
、
防
災
、
教
育
な
ど
、
市
民
の

皆
さ
ま
が
将
来
に
わ
た
り
希
望
を
持
っ

て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
た

極
め
て
実
効
性
の
高
い
予
算
で
あ
る
と

評
価
し
ま
し
た
。
な
お
、
今
回
提
出
さ

れ
た
意
見
書
・
決
議
案
に
対
し
て
は
全

て
反
対
を
表
明
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

は
す
で
に
国
会
で
議
論
が
さ
れ
て
お
り
、

市
政
に
直
接
的
に
反
映
す
る
も
の
で
は

な
い
と
の
判
断
で
す
。

生
命
・
生
活
・
生
存
を
守
る
予
算

　

今
議
会
は
、
令
和
８
年
度
一
般
会
計

予
算
お
よ
び
令
和
７
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
等
に
つ
い
て
、わ
が
会
派
で
は
、

過
去
最
高
額
の
予
算
に
つ
い
て
、
代
表

質
問
・
個
人
質
問
・
委
員
会
等
で
市
民

目
線
の
審
議
を
行
っ
た
。

　

中
で
も
本
年
秋
に
高
知
県
で
初
開
催

さ
れ
る
「
よ
さ
こ
い
高
知
文
化
祭
２
０

２
６
」
開
催
事
業
な
ど
、
８
年
度
予
算

が
高
知
市
の
観
光
振
興
に
寄
与
す
る
こ

と
を
期
待
す
る
。
そ
し
て
長
浜
小
学
校

の
プ
ー
ル
事
故
を
受
け
て
策
定
し
た

「
小
学
校
に
お
け
る
水
泳
授
業
の
安
全

管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
の
実
効
性
確
保
と

安
全
対
策
強
化
の
た
め
、
資
格
を
有
し

た
専
門
監
視
員
配
置
を
求
め
た
。

　

ま
た
会
派
が
産
後
ケ
ア
事
業
の
拡
充

と
し
て
推
進
し
た
、
里
帰
り
出
産
に
係

る
償
還
払
い
制
度
の
創
設
を
評
価
す
る
。

住
民
福
祉
と
市
政
運
営
に
つ
い
て
質
問

　

第
５
１
２
回
定
例
会
の
代
表
質
問
で

は
、
地
方
自
治
法
第
２
条
に
基
づ
く
市

政
運
営
の
判
断
原
理
と
住
民
福
祉
の
在

り
方
を
軸
に
、
令
和
８
年
度
当
初
予
算

案
、
事
務
事
業
見
直
し
、
公
共
施
設
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画
を
中
心
に
議
論
し
ま

し
た
。
加
え
て
、
学
力
向
上
と
働
き
方

改
革
、
学
校
給
食
の
負
担
軽
減
、
地
域

通
貨
を
使
っ
た
物
価
高
騰
対
策
、
消
防

広
域
化
、
平
和
の
日
記
念
事
業
に
つ
い

て
も
取
り
上
げ
、
市
民
生
活
に
直
結
す

る
課
題
を
た
だ
し
ま
し
た
。

　

市
民
ク
ラ
ブ
は
、
本
市
の
持
続
可
能

性
と
住
民
福
祉
の
両
立
を
重
視
し
た
市

政
運
営
を
求
め
、
将
来
世
代
に
過
度
な

負
担
を
先
送
り
し
な
い
責
任
あ
る
財
政

運
営
も
強
く
求
め
て
ま
い
り
ま
す
。

市
民
へ
の
説
明
な
き
事
務
事
業
見
直
し

予
算
は
認
め
ら
れ
な
い

　

２
０
２
６
年
度
一
般
会
計
で
は
、
財

源
確
保
を
理
由
に
事
務
事
業
の
見
直
し

が
進
め
ら
れ
、
市
民
生
活
に
直
結
す
る

施
策
の
廃
止
・
縮
小
が
含
ま
れ
、
暮
ら

し
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
市
民

の
理
解
と
納
得
を
得
な
が
ら
進
め
る
べ

き
と
こ
ろ
、
声
を
聴
か
な
い
歪
み
と
偏

り
が
見
ら
れ
る
予
算
に
反
対
し
ま
し
た
。

　

国
保
特
別
会
計
で
は
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
金
に
伴
う
保
険
料
引
き
上
げ
が

行
わ
れ
る
も
の
で
、
反
対
し
ま
し
た
。

　

提
出
し
た
「
イ
ラ
ン
を
め
ぐ
る
軍
事

行
動
の
即
時
停
止
等
を
求
め
る
決
議
案
」

は
否
決
と
な
り
ま
し
た
が
、「
高
額
療

養
費
制
度
の
限
度
額
引
上
げ
撤
回
を
求

め
る
意
見
書
」
は
可
決
し
ま
し
た
。

　

昨
年
の
暮
れ
か
ら
ま
と
ま
っ
た
雨
が

降
ら
ず
、
久
し
ぶ
り
に
節
水
が
呼
び
か

け
ら
れ
た
。
ま
さ
か
、
渇
水
が
起
き
る

な
ん
て
。
世
界
の
中
の
日
本
。
こ
の
度

の
イ
ラ
ン
有
事
だ
け
で
は
な
い
。
平
和

へ
の
ま
さ
か
は
起
こ
り
得
る
。
改
め
て

国
の
守
り
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
ら
れ
る
。

　
春
野
公
民
館
は
建
て
替
え
不
要　

　

春
野
公
民
館
は
老
朽
化
が
顕
著
で
あ

る
こ
と
は
認
め
る
が
、
地
区
に
は
15
も

の
公
民
館
が
あ
り
、
隣
接
し
て
ピ
ア
ス

テ
ー
ジ
と
い
う
立
派
な
ホ
ー
ル
付
き
文

化
施
設
が
あ
る
。
代
替
施
設
で
社
会
教

育
活
動
は
十
二
分
に
行
え
る
。

自
由
民
主
党
・
無
所
属
の
会

会
派
の
意
見

３
月
定
例
会
を
振
り
返
っ
て

市
民
ク
ラ
ブ

日
本
共
産
党

公
　
明
　
党

さ
き
が
け
高
知

参
　
政
　
党


